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３　後期に向けての取組
　○　共通実践事項の取組を職員全体で再度意識し、統一した指導を徹底する。
　○　安全衛生委員会や学年会等で職員のアイディアを出し合う機会を増やし、何でも話し合える雰囲気
　　づくりに努め、職員同士のつながりを意識しながら組織力を高める。

・　感染症対策の緩和に伴い、学級
 での体力づくりが増加傾向にある。
 一校一運動について、児童主体の活
 動を取り入れながら進めていく。
・ 児童の多くが「交通のきまりを守
　っている」と自己評価しているが、
　様々な情報が寄せられている。安
　全に関して一つ一つの事例を「な
　ぜいけないのか。」という意義を
　とらえさせながら指導をしていく。

・　職員数は減少したが、昨年度より
　も、学校がチームとして機能できて
　いると思われる。引き続き、共通意
　識をもって指導に当たりたい。
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・　学力向上へ向けての取組である
　Ｗｅｂ問題はチャレンジタイムだ
　けでなく、あらゆる時間で有効に
　活用できるようするために、ロイ
　ロノートに落とし込んで、テスト
　直しの時間や復習の時間などに取
　り組ませる。また、ナビマの積極
　的な活用を図る。
・　今年度は校内研修で授業実践を
　伴ったテーマとなっているため、
　各学年で実践した授業における教
　師の児童への関わりを実践してい
　く。

・「廊下歩行」「あいさつ」「トイ
　レスリッパ」「靴棚の靴」の取組
　を高めるために、なぜそうするべ
　きか理由を考えさせるとともに、
　全職員で、統一した指導を引き続
　き徹底する。
・　児童アンケートによると友達と
　の関わりの面で否定的が昨年から
　減少している。今後も研修テーマ
　と関連付けながら、ハートフルタ
　イムと授業中の教師の関わりや言
　葉掛けの充実を更に実践していく
　必要がある。

２　課題と改善策

○　基礎学力を身に付け、自ら考え判断・表現し、学び続ける児童の育成
○　人や物を大切にし、規範意識や社会性、基本的な生活習慣を身に付けた児童の育成
○　健康・安全に対する自己管理能力を高め、体力・気力つくりに励む児童の育成
○　ふるさとと自分に誇りをもち、粘り強く最後まで頑張り抜く児童の育成

評価結果と改善方策
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